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⾼知は、⾼い技術で様々なNo1,オンリー１の品⽬を⽣産



⾼知県の農業では、反収（⽣産効率）を⾼めることが最重要課題⾼知県の農業では、反収（⽣産効率）を⾼めることが最重要課題

課題：⾼知県は⼭ばかりで農耕地は
全国のわずか0.6%しかない

農地が少ない⾼知県で、
農業所得を上げるためには、
⽣産効率（⾯積当たりの収量）
を⾼めることが最重要
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全国

⼟地利⽤型、重量野菜、単価︓安

⾼知で⽣産が多い野菜

⼿間かかる、軽い、単価︓⾼
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園芸品⽬の中でもさらに品⽬を「選択」と「集中」させて、周年出荷できる産地へ園芸品⽬の中でもさらに品⽬を「選択」と「集中」させて、周年出荷できる産地へ

ナス

ショウガ

ユリ類(No 2)

ニラ

⽣産量 No.1 オンリー１ その他

ミョウガ シシトウ

⽶なす ⽂旦

ｸﾞﾛﾘｵｰｻ ｵｷｼﾍﾟﾀﾗﾑ
⾼糖度トマト

メロン

キュウリ
ピーマン

⼩ネギ

ゆず

”狭い⾯積”でも稼げる No1,オンリー１＋多様性が強み



⾼知県の農業で、所得を最⼤化するためには・・・反収（⽣産効率）アップ︕⾼知県の農業で、所得を最⼤化するためには・・・反収（⽣産効率）アップ︕

反収 ⾯積 単価

経費 所得
(⼿取り)

勝負は反収︕
技術で決まります︕
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反収︓単位⾯積当たりの収量

１反≓10アール＝1,000㎡当たり収量
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全国トップの⽣産効率をさらに⾼めていくために、IoPプロジェクトを実践全国トップの⽣産効率をさらに⾼めていくために、IoPプロジェクトを実践



世界⼀のオランダに学ぶため・・・・2009年に友好園芸農業協定を締結世界⼀のオランダに学ぶため・・・・2009年に友好園芸農業協定を締結

77



日本の農業

・温度中⼼の管理
・経験と勘がたより

オランダの農業

・徹底した最適

データ管理

これからの管理
（こうち新施設園芸システム）

・温度＋湿度＋CO2を
作物の樹勢や⽇射量に応じて

総合的にコントロールする（環境制御）
・データの⾒える化＋観察＋⾒直し︕

次世代型へ データ農業（環境制御技術）を県内全域に普及次世代型へ データ農業（環境制御技術）を県内全域に普及
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これまでの『経験』と『勘』 ＋ データに基づく環境制御（温度、湿度、光、CO2・・）これまでの『経験』と『勘』 ＋ データに基づく環境制御（温度、湿度、光、CO2・・）



どの品⽬でも、収量が５〜４０％アップ︕

データ駆動型農業（環境制御技術）を実際にやってみると・・・データ駆動型農業（環境制御技術）を実際にやってみると・・・
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ナス ピーマン

キュウリ ミョウガシシトウ ニラ

普及率
66.2%

普及率
69.9％

普及率
45.7%

普及率
49.8％

普及率
37.4%

普及率
44.9%

普及率
97.9%

トマト

令和３年度
導⼊⾯積率(％）

データ駆動型農業技術の普及率全国トップ（⾼知県の野菜主要７品⽬）データ駆動型農業技術の普及率全国トップ（⾼知県の野菜主要７品⽬）
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この⾼知の強み︕をさらに⽣かしていくために︕・・・IoPへこの⾼知の強み︕をさらに⽣かしていくために︕・・・IoPへ

●すでに、全国⼀データ農業が普及︕
（⾼知県の⼀番の強み︕）

●農家さん同⼠が成功例・失敗例を
共有する意識が⾼い︕

●JA・県の指導員が農家さんと近い
（属性情報を把握できる）
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IoPクラウド（データ連携基盤）にデータ集積し、
さらに有益な情報として農家さんにフィードバックしたい︕



13

農家にIoPが導く様々な有益情報を伝えるIoPクラウド（SAWACHI）を開発農家にIoPが導く様々な有益情報を伝えるIoPクラウド（SAWACHI）を開発

2022.9.21〜
IoPクラウド

（SAWACHI）
本格稼働開始
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ﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ
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温度
湿度
CO2
⽇射量

名⼈のAさん農業始めたばかり
のBさん

失敗して困って
いるCさん

これまでの課題︓技術アップ データ･経験･成功や失敗の共有がたいへん･･これまでの課題︓技術アップ データ･経験･成功や失敗の共有がたいへん･･



そこで、IoPクラウド(SAWACHI)構築 データ⾃動集約・共有→分析・診断・改善へそこで、IoPクラウド(SAWACHI)構築 データ⾃動集約・共有→分析・診断・改善へ

ﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ

IoP
クラウド

AI

×
データベース

IoPの最先端研究に
よる最適モデル

＋
各メーカー様が開発した
機器やアプリケーション等

実装

個々の農家の皆様に、有益情報としてフィードバック︕

⾒える化のみでなく､様々な便利機能､省⼒化､⾃動化､遠隔化をお⼿伝い︕
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全国12社の環境
モニターやセンサー

連携・接続

微気象
データ
(県内全域)

ハウス内
環境
データ
(370⼾
→600⼾へ)

光合成・
作物⽣育
データ
(50⼾)

画像
データ
(110⼾)

労務管理
データ
(16⼾)

⽣産履歴
データ
(180⼾)

エネルギー
データ
(30⼾)

病害⾍
データ
(30⼾)

･･･
etc.

出荷
データ
(7品⽬
2,200⼾)

市況
値動き
(全国)



なんか､えいぜよ !ＩｏＰ

現在、出荷データ2,200⼾接続、環境データ400⼾接続、700⼾の農家が利⽤現在、出荷データ2,200⼾接続、環境データ400⼾接続、700⼾の農家が利⽤
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ＩｏＰクラウドにつながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できますＩｏＰクラウドにつながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます



｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（１）｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（１）

現在のハウス状況 画像での確認
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｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（２）｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（２）

全国の市況・値動き 県内230カ所の気象情報



毎⽇の⽣産・出荷状況
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｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（３）｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（３）
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｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（４）｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（４）

毎⽇の最新の営農情報
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｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（５）｢IoPクラウド｣につながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも⼊⼿できます（５）

作物の⽣理・⽣態状況 実の数
花の数

5.3

7.0



⽉あたり
収量

（t/10a） （春野キュウリ部会実績より）

⽣産レベルD

⽣産レベルB

⽣産レベルC

こ
れ
ま
で
の
収
量

IoPにより、農家のレベルに応じて、最適な営農指導を徹底できますIoPにより、農家のレベルに応じて、最適な営農指導を徹底できます

環
境
制
御
に
よ
る
増
収

10〜20％
UP

I
o
P
に
よ
る
増
収
へ

さらに
10〜20％
UP

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
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産学官⺠が連携し、IoPクラウドにデータを集積・活⽤できるしくみを構築産学官⺠が連携し、IoPクラウドにデータを集積・活⽤できるしくみを構築

個々の
農家さん

濵⽥知事

知事と個々の農家との間でデータ利⽤契約を締結

IoPクラウド
SAWACHI

（ビッグデータの集積)

研究利⽤

研究成果
⼤学

⽣産者
企業より良い

製品開発
より良い
製品開発

開
発
連
携様々なデータ

施
設
園
芸
関
連
産
業
भ
創
出
؞
集
積
॑
実
現
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より良い
の営農指導
より良い
の営農指導

⾼知県
JAグループ
⾼知

有益な情報

施
設
園
芸
農
業
भ
⾶
躍
的
発
展
॑
実
現

IoPクラウドのユーザは農家＋研究者＋企業＋⾏政＋消費者・・・IoPクラウドのユーザは農家＋研究者＋企業＋⾏政＋消費者・・・

新しいアグリビジネスや、新たな付加価値の創出につながっています︕新しいアグリビジネスや、新たな付加価値の創出につながっています︕



IoPクラウド
SAWACHI

25もっと楽しく、もっと楽に、もっと儲ける農業を実現します
IoP（Internet of Plants)プロジェクトは
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全国へ広く普及・実装
（海外も視野）

⽇越⼤学

オハイオ
州⽴⼤学

ワーヘニンゲン⼤学
JADS⼤学

すでに、全国各地へ、そして世界へ広がりはじめています！


